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生涯を 4 期に分かち，第 l 期 (24歳に至る期間，歌の上では父の俊成に学んで作歌していた時期)
第 2 期 (25歳から44歳に至る期間，独自の作歌に励み出した頃から新古今集寛宴の年までの時期)第
3 期 (45歳から承久の乱が起った60歳までの期間，作歌力は衰えて歌論の上で大きな仕事をしている





第 1 節 「紅旗征戎非吾事」という意識をめぐって
治承 4 年 9 月， 19歳の時の日記に書きつけられている上記の句には，否定的態度を媒介として時代
に対し能動的な面を失っていない意識がうかがわれる。との句に象徴的に示されている時代意識は正
治元年 38 歳の頃までつづく D
第 2 節 「不運之身遇乱代」という意識をめぐって
この句は正治元年 8 月 29日の日記に記されている句であるが，この句に象徴的に見られる時代に対
する受動的な姿勢は，この後の時代意識の基調となっているo
結語






























































































































































































































































































第 2 節 艶・妖艶の美意識をめぐって
定家の艶・妖艶がいかに独自のものであるか，また，彼以後，その美意識は為家・正徹・心敬・兼
良に受け継がれているものの，定家におけるほど有力且つ鮮明ではないことを展望する。
第 3 節方法論の問題をめぐって
非実情主義的・構成的方法の定家の方法論が，歌論史上いかに特異なものであるかを展望する。定
家以外で，この方法を明確に述べているのは正徹のみである。
第 4 章連歌史・俳諮史と定家
第 1 節定家の連歌作品
明月記の記事を調査して定家と連歌との関係を展望し，現存の作品は菟玖波集に撰入されている24
匂であることを述べる。
第 2 節定家の歌論と連歌論史
定家の歌論が影響していることの指摘できる連歌論の記述を調査展望し，良基・心敬・宗祇等のす
ぐれた連歌師たちは，定家の歌論が含んでいる正統的性格を継承していることを明らかにする。
第 3 節定家の和歌と連歌史
定家の和歌の疎匂的表現・象徴的性格が，連歌の文学性を高める上に与えた影響を明らかにする。
第 4 節芭蕉と定家
芭蕉は，定家を一応尊敬しながらも，単なる才気に終りがちであるという弱点に注意している。そ
こに，定家よりも現実主義的な詩作態度を持していた芭蕉の特色が見られる。
第 5 章近代詩と定家
近代詩人中，萩原朔太郎と立原道造とは新古今集・定家に共感を示しており，道造には定家の歌を
踏んで作られた詩作品も見られる。定家へのこのような共感は，昭和期の混乱した時代環境を背景と
して現われたものである口
附説茶道と定家
第 1 節茶道の精神と定家
茶道はその芸術精神の支柱を歌論から多く得ているが，とくに紹鴎・利休・織部等は定家の歌・歌
論から学ぶところが大きかったことを展望する。
第 2 節名物としての定家の書
定家の書が茶道の名物として尊重されている史実を展望する口
論文の審査結果の要旨
本論文の意図とその構成
本論文は藤原定家の歌ならびに歌論の特質を考察するとともに，わが日本の詩歌史上における定家一
の位置ないしそこに与えられている定家の影響を明らかにしようとしたもので，その論の構成は，次一
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〆の如くである。
第一篇 定家とその時代。(定家文学の母胎となった定家の人間像とその時代意識とを考察する。)
第二需 定家の歌および歌論。(まず定家の歌および歌論に関する資料吟味考証から出発して，定
v家の歌および歌論の特色を展開の相でとらえ，時代によって微妙な変化を示しながら，なお不変の基
本的特色のあることを明らかにする口)
第三篇 定家とその周辺の主要歌人。(定家とほぼ同時代に生きた主要歌人たちと定家との交渉を
跡づけるとともに両者の文学的特色を比較することによって，定家の文学と歌論との特異性を明確な
らしめる 0)
第四篇 日本詩歌と定家口 (定家がわが日本詩歌史上いかなる位置を占め，また各時代においてい
かに理解せられて来たか等を考察し，大きな影響を後世に与えていることを明らかにしている口)
附説 茶道と定家。(日本芸能史の上にも定家の影響の大きいことを茶道に例をとって論証して
u、る。)
本論文の要旨
文学的資質にめぐまれていたけれども，病弱であり，神経質であった定家は，転換期の時代に敏感
に反応を示したが，その苦き日には，詩人としての自覚をもって時代に対する傍観者的態度を執りな
;がら，しかも乱世に生きる者の強い決意、を示し，中年以後は乱世に当面した不運の身を徒らに嘆くと
いう。時代に対する受動的消極的姿勢を示した。こういう時代意識の変化が彼の創作活動にも反映し
て，若き日の彼は，活発な作歌活動を示し，いわゆる達磨歌といわれる新風を樹立した。ところが，
l中年以後においては，この新風に対する情勢がうすれて行き，創作力が減退し，代って自己反省が行
なわれて，歌論が盛んに発表せられたD
ところで，定家の新風の根本的特質は，知的で構成的で，非実情的な，人間不在の唯美的歌風であ
ることであるが，この歌風を支えるものは，詞をいたわり，そのいたわられた詞を通じて風情が現わ
一れるとする，いう所の実情主義否定，詞尊重の歌論であり，この歌論からみちびき出された定家独得
の艶の美意識がその歌風と深いつながりをもったのである。その後，定家が四十八才から六十才まで
の聞に発表した歌論では，詞を重んずる従来の立ち場に立ちながら，心の側からの反省を加えて，よ
り叙情的な歌風尊重の傾向を示し，六歌仙時代を継承しようと志向して，和歌の正統性への回帰を示
している。そのことは，この時代に確立せられた有心体論に最もよくあらわれている口けだし，中年
以後の彼の歌が平明平淡に傾いていったのは，このような歌論意識の投影である D そして，その歌は，
晩年になるほど，より平淡になり叙情性を増加してゆくが，その歌論の上でも定家的艶が超現実味を
加えて，いわゆる妖美の主張となり，巧J散な表現を尊重しながら，より実情的な発想，より平淡的な
美意識へと傾斜していったのである。こういう風に定家の歌や歌論には時代によって徴妙な変化推移
が見られるのであるが，その中になお変らざる基本的な特色があった。それは，姿婿をいたわり大切
にしていることと，作歌体験の根本において自己の実体験や嘱目の景物を超えて非実情的に造型する
という態度とであった。
この基本的特色は，同時代の他の歌人と比較するとき，彼が全く特異な存在であったことを示すも
ので，当時は，歌論においても歌においても，心・詞の調和を理想とする実情主義が主流となってい
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たのである。
和歌史を展望する時，古代和歌の基本的性格は，歌が現実体験に密着して即興的に作られ，作者の
人間感情が作品の上に比較的によく現われており，内容と表現とが比較的容易に短歌形式の中で、調和
している点にあるが，中世和歌にあっては，この古代和歌的発想と，これに反対する，現実体験に密
着しない，構成的抽象的な発想とのこ潮流があり，そして，後者が中世的性格を代表するものという
べく，定家は，この中世的性格を確立し，これを代表した人で、あるいうことが出来る。しかしながら
この定家的発想とその美意識とは，中世から近代に至るまで，完全に理解せられること少なく中世で
は僅かに京極為兼や正徹らがこれを理解し継承しようとしたのみで，近世および近代のように実情主
義の時代にあっては，定家はほとんど理解されていない。ただ近代詩人のうちで，萩原朔太郎と立原
道造とが定家に深い同情と理解とを示したことは，注目すべきである D このように，定家は理解され
ることが少なかったにかかわらず，和歌史や歌論只の上にも連歌や茶道の上にも大きな影を投げてい
るのである。
以上が，その論の要旨であるが，つまり，本論文は，わが詩歌史上もっとも特異な存在であった定
家が，その存在を除外しては，わが詩歌史さらに広く言えば芸術史を考えることが出来ない大歌人で
あることを，その文学的持質とその史的地位と明らかにすることによって実証したものである D
本論文の特色と価値
本論文の特色として，もっとも顕著な点は， (→論者の視野が極めて広く，日本詩歌史の全分野に及
んでいて，その博識と立論材料の豊富なことは驚くべきものであるということである。しかも，その
取材の上に論者の見識のうかがえることは，多とすべきである。また， (ゴ理路整然たる論旨とその犀
利なる批評眼とは，本論文の大きな特色である。定家の歌風の変化について，また有心体論の解釈に
ついて，論者と異なる見解を有する研究者も，本論文には耳を傾けるであろうと思われる。
なお，本論文における創見は，一二にして止まらないのであるが，その最も特筆すべきものは，付
定家の時代意識について精徹な解釈を施し，それが定家の作品や歌論の上に反映しているとした点，
(ご)定家の歌や歌論の上に変化を認めながらも，なおかつ不変の特色の存することを発見し，その特色
を人間不在の非実情性という点に結集させて，その観点から定家を日本詩歌史上に位置づけた点等で
ある。
思うに，藤原定家に関する研究は，大正末年より活発化し，爾来今日まで非常に多くの研究が出てい
るが，その多くは，彼の伝記的研究や著書の書誌学的研究であり，また彼の歌論についての研究も盛
んであるが，その歌論や作品の本質についての論究は，案外その数が少ないのである口また定家が後
世に影響するところの大きい歌人であったことは，今では常識となっているが，それがどういう風に
影響し，どういう風に後世に受けとられたかについては，具体的に詳細に明らめたものがなかったD
本論文は，従来の研究のこのような盲点をついたもので，定家の本質を見きわめ，詩歌史ないし芸術
史の観点から定家を位置づけようとして，よくその目的を達し得たものというべきである。
ただ，もし局を望むならば，時代により，また人によって，定家の受けとり方に微妙な陰影の差が
あるはずであるが，そのような陰影差の追求で本論文では未だ十分でなく，また茶道における定家の
影響のほかに，能楽その他の芸道にも定家の影響があると思われるが，それらについても十分論及さ
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れていなし、点を指摘しなければならない。しかし，これらの問題は，本論文の論旨の直接関与しない
ことであるから，このことは本論文の価値を傷つけるものではないD われわれは，それらの点につい
ては，論者の今後の研究に期待しているものである D
結論
以上，本論文を審査検討した結果，本論文は，定家ないし日本詩歌史研究の一道標となるものと考
え，文学博士の学位を与えるだけの価値あるものと信ずるものであるo
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